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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第55期
第２四半期
累計期間

第55期
第２四半期
会計期間

第54期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 7,806,117 4,058,307 16,130,094

経常利益又は
経常損失(△)

(千円) 48,326 126,650 △148,362

四半期(当期)純損失(△)(千円) △204,007 △80,200  △204,563

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) ― 3,975,062 3,975,062

発行済株式総数 (千株) ― 14,645,584 14,645,584

純資産額 (千円) ― 7,827,957 8,037,092

総資産額 (千円) ― 10,971,124 11,534,973

１株当たり純資産額 (円) ― 535.22 549.49

１株当たり四半期(当期)
純損失(△)

(円) △13.95 △5.48 △13.98

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ─
 

自己資本比率 (％) ― 71.4 69.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 87,434 ― 339,870

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △152,206 ― △456,988

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △220,432 ― 80,551

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 2,535,739 2,820,944

従業員数 (名) ― 377 375

(注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、「連結経営指標等」については記載しておりません。 

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用すべき関連会社はありません。 

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、1株当たり四半期(当期)純損失であり、また潜在株

式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 377(1,815)

(注) １　従業員数は就業人員であります。 

２　従業員数欄の(外書)は臨時従業員の当第２四半期会計期間平均雇用人員であります。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期会計期間における生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。
　

（単位：千円）

品目
当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日　　
    至　平成20年９月30日）

ソース類 92,254

肉スライス類 70,385

ハンバーグ類 38,996

その他 21,967

合計 223,602

(注) １　金額は、製造原価によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当社はレストラン業であり、見込生産によっておりますので、受注高及び受注残高について記載すべき

事項はありません。 

　

(3) 販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績を業態別に示すと、次のとおりであります。
　

（単位：千円）

業態別の名称
当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

ファミリーレストラン　フレンドリー 1,486,840

産直鮮魚と寿司・炉端　源ぺい 1,325,804

和み料理と味わいの酒　土筆んぼう 586,208

団欒れすとらん　ボンズ 574,161

しゃぶしゃぶ・鍋　季節の和膳　竹○屋 45,607

ダイニング・ビュッフェ　い～とみ～と 35,629

ギンガムキッチン 4,056

合計 4,058,307

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

特記すべき事項はありません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1)経営成績の分析

　
当第2四半期会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融不安

が実体経済に大きく影響を及ぼし、景気は後退局面に転じました。当外食業界におきましても、食の安

全・安心を揺るがす諸問題に加えて、同業のみならず中食業界との競合激化や消費者の生活防衛意識

の高まりで、経営環境は極めて厳しい状況で推移いたしました。 

　このような環境のもと、当社におきましては、当事業年度の出店・業態転換のペースをスローダウン

させ、①各業態の店舗オペレーション見直しによる運営コストの低減、②商品構成の見直しによる原価

の改善と適正な粗利益の確保、③恒常化した販売促進（割引）費の適正化、④顧客満足度向上への取り

組みとともに従業員満足度の向上、等の施策に全力で取り組んでおります。

　当第2四半期会計期間における経営成績は次のとおりであります。

　店舗展開につきましては、「団欒れすとらん ボンズ」から「産直鮮魚と寿司・炉端 源ぺい」へ 3店

舗を転換し、順調に推移しております。また、「ギンガムキッチン」を「ファミリーレストラン フレン

ドリー」に転換いたしました。一方、不振店を3店舗（ ボンズ2店舗、フレンドリー1店舗）閉鎖いたし

ましたので、当第2四半期会計期間末の店舗数は第1四半期会計期間末比3店舗減少し125店舗（前年同

期比6店舗の減少）となりました。

　業態別には、「おいしい・たのしい・ここちいい」をコンセプトとする「ファミリーレストラン フ

レンドリー」47店舗、一本仕入の本マグロが好評の「産直鮮魚と寿司・炉端 源ぺい」37店舗、「和・

洋・中の料理と団欒」をコンセプトとする「団欒れすとらん ボンズ」20店舗、「日本の原風景“里山

”」をコンセプトとする居酒屋「和み料理と味わいの酒 土筆んぼう」18店舗、「かぐや姫の里 安芸

の小京都“竹原”」をコンセプトとする「しゃぶしゃぶ・鍋 季節の和膳 竹○屋」2店舗、「健康応援

バイキング」のレストラン「ダイニング・ビュッフェ い～とみ～と」1店舗となっております。

　消費者の外食控えや店舗数の減少の結果、売上高は、4,058百万円（前年同期比254百万円の減少）と

なりました。営業利益は124百万円（前年同期比105百万円の増加）、経常利益は126百万円（前年同期

比102百万円の増加）となり、当事業年度の重点施策である人件費・広告宣伝費のコントロール効果が

発現し、前年同期に比べて改善いたしました。なお、低採算店の減損損失・店舗閉鎖に伴う固定資産除

却損・貸倒引当金の繰入れ等150百万円を特別損失に、繰延税金資産の取崩し等による税金費用46百万

円を法人税等調整額に計上いたしましたので四半期純損失は80百万円（前年同期比139百万円の減

少）となりました。

　なお、「前年同期比増減」につきましては、参考として記載しております。

(2)財政状態の分析 

当第2四半期会計期間末における総資産は、10,971百万円で第1四半期会計期間末比323百万円の減少

となりました。主な要因は、前払費用・有形固定資産の減少等によるものであります。負債合計は未払

金・借入金の減少等により第1四半期会計期間末比233百万円減少し、3,143百万円となりました。純資

産は四半期純損失により第1四半期会計期間末比 90百万円減少し、7,827百万円となりました。この結

果、当第2四半期会計期間末の自己資本比率は、第1四半期会計期間末比1.2ポイント上昇して71.4%とな

りました。
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(3)キャッシュ・フローの状況

当第2四半期会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、第1四半期会計期間末比29百万円増

加し、2,535百万円となりました。

　当第2四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金の収支は、減価償却費104百万円、前払費用の減少113百万円等の増加要因に対し

て、税引前四半期純損失23百万円、未払金の減少115百万円等の減少要因により200百万円の増加となり

ました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金の収支は、差入保証金の回収12百万円等の増加要因に対して、有形固定資産の取得

67百万円等の減少要因により59百万円の減少となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の収支は、長期借入金の返済等により110百万円の減少となりました。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第2四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

(5) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　重要な設備計画の完了

 当第２四半期会計期間において、第１四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設について

完了したものは、次のとおりであります。

事業所名 所在地 設備の内容
投資額
(千円)

完了年月
完成後の

増加能力客席数

産直鮮魚と寿司・炉端
源ぺい

近畿地区 業態転換店２店　 39,441平成20.7 238

計 ― ― 39,441 ― 238

　(注)　上記金額には消費税等は含まれておりません。

　

 当第２四半期会計期間において、第１四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の除却等につい

て完了したものは、次のとおりであります。

事業所名 所在地 設備の内容
帳簿価額
(千円)

除却等の完了年月
除却等による
減少能力客席数

 団欒れすとらん ボンズ 近畿地区

業態転換店２店　 5,119 平成20.7 298

閉店２店　　　　　 0 平成20.9 262

ファミリーレストラン 
フレンドリー

近畿地区 閉店１店　　　　 0 平成20.9 114

計 ― ― 5,119 ― 674

　(注)　上記金額には消費税等は含まれておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 61,800,000

計 61,800,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,645,58414,645,584
大阪証券取引所 

　 市場第二部
─

計 14,645,58414,645,584― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の状況】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年９月30日 ─ 14,645,584 ─ 3,975,062 ─ 3,058,146
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社きずな 大阪市天王寺区真法院町23番20号 3,920 26.76

重　里　育　孝 大阪市天王寺区 2,009 13.71

日本トラスティ・サービス信託
銀行

東京都中央区晴海一丁目８番11号 656 4.47

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町二丁目２番１号 532 3.63

アサヒビール株式会社 東京都中央区京橋三丁目７番１号 500 3.41

フレンドリー共栄会 大阪府大東市寺川三丁目12番１号 377 2.57

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 310 2.11

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲一丁目２番１号 304 2.07

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目２番１号 204 1.39

フレンドリー従業員持株会 大阪府大東市寺川三丁目12番１号 200 1.37

計 ― 9,013 61.54

(注) １　発行済株式総数に対する所有株式の割合は、小数点以下第３位を切り捨てて表示しております。

２　上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数は総て信託業務に係る株式数であります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 19,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,569,000
14,568 ―

単元未満株式 普通株式 57,584 ― ―

発行済株式総数 14,645,584― ―

総株主の議決権 ― 14,568 ―

(注) １　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己保有株式985株が含まれております。

２　「完全議決権株式(その他)」の欄には証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。

また「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれておりません。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社フレンドリー

大阪府大東市寺川
三丁目12番１号

19,000 ― 19,000 0.13

計 ― 19,000 ― 19,000 0.13

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月

　
　５月

　
　６月

　
　７月

　
　８月

　
　９月

最高(円) 461 449 447 439 429 426

最低(円) 426 421 418 424 401 391

(注)　株価は大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役　　　　　　　　　　　　　　　　（営業
本部長）

取締役　　　　　　　　　　　　　　　　（生産
本部長兼仕入部長）

牧　野　健太郎 平成20年11月1日

取締役　　　　　　　　　　　　　　　　（生産
本部長兼仕入部長）

取締役　　　　　　　　　　　　　　　　（営業
本部長）

三　好　秀　文 平成20年11月1日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、四半期財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府

令」(平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第６条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期財務

諸表等規則を適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間(平成20年７月１日か

ら平成20年９月30日まで)及び当第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に係

る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２

項により、当社では、子会社の資産、売上高等から見て、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的

な判断を誤らせない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。  

資産基準 0.7％ 

売上高基準 ─％ 

利益基準 ─％ 

利益剰余金基準 0.4％ 

※　会社間項目の消去後の数値により計算しております。 
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,535,739 2,820,944

売掛金 59,992 66,067

商品及び製品 25,653 24,274

原材料及び貯蔵品 99,314 102,341

前払費用 122,716 87,155

繰延税金資産 － 57,344

その他 20,685 25,474

貸倒引当金 △150 △170

流動資産合計 2,863,952 3,183,431

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※
 2,493,526

※
 2,555,865

土地 2,314,619 2,314,619

その他（純額） ※
 455,836

※
 461,041

有形固定資産合計 5,263,982 5,331,527

無形固定資産 58,792 59,809

投資その他の資産

投資有価証券 162,506 170,645

差入保証金 2,352,869 2,447,723

その他 338,020 341,836

貸倒引当金 △69,000 －

投資その他の資産合計 2,784,396 2,960,205

固定資産合計 8,107,172 8,351,542

資産合計 10,971,124 11,534,973

負債の部

流動負債

買掛金 354,115 419,769

1年内返済予定の長期借入金 440,000 440,000

未払金 455,201 486,526

未払法人税等 42,589 60,697

店舗閉鎖損失引当金 7,320 9,780

その他 73,672 62,784

流動負債合計 1,372,899 1,479,557

固定負債

社債 600,000 600,000

長期借入金 770,000 990,000

繰延税金負債 33,882 37,170

再評価に係る繰延税金負債 210,927 210,927

その他 155,457 180,225

固定負債合計 1,770,267 2,018,323

負債合計 3,143,166 3,497,880
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,975,062 3,975,062

資本剰余金 3,058,146 3,058,146

利益剰余金 1,675,271 1,879,279

自己株式 △10,258 △9,921

株主資本合計 8,698,221 8,902,566

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 60,700 65,490

土地再評価差額金 △930,964 △930,964

評価・換算差額等合計 △870,264 △865,474

純資産合計 7,827,957 8,037,092

負債純資産合計 10,971,124 11,534,973
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 7,806,117

売上原価 2,498,827

売上総利益 5,307,290

販売費及び一般管理費 ※
 5,264,942

営業利益 42,347

営業外収益

受取利息 3,976

受取配当金 1,173

受取家賃 57,968

設備賃貸料 19,519

その他 10,872

営業外収益合計 93,510

営業外費用

支払利息 14,241

賃貸費用 48,992

設備賃貸費用 18,935

その他 5,360

営業外費用合計 87,531

経常利益 48,326

特別利益

固定資産売却益 1,238

賃貸契約違約金収入 10,000

その他 117

特別利益合計 11,356

特別損失

固定資産除却損 50,556

減損損失 41,108

貸倒引当金繰入額 69,000

前期損益修正損 13,852

店舗閉鎖損失引当金繰入額 7,320

その他 5,794

特別損失合計 187,632

税引前四半期純損失（△） △127,948

法人税、住民税及び事業税 18,714

法人税等調整額 57,344

法人税等合計 76,058

四半期純損失（△） △204,007
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 4,058,307

売上原価 1,269,710

売上総利益 2,788,597

販売費及び一般管理費 ※
 2,664,060

営業利益 124,537

営業外収益

受取利息 2,071

受取家賃 28,444

設備賃貸料 10,141

その他 3,199

営業外収益合計 43,857

営業外費用

支払利息 6,606

賃貸費用 22,763

設備賃貸費用 9,573

その他 2,801

営業外費用合計 41,744

経常利益 126,650

特別利益

その他 117

特別利益合計 117

特別損失

固定資産除却損 29,637

減損損失 41,108

貸倒引当金繰入額 69,000

前期損益修正損 2,130

店舗閉鎖損失引当金繰入額 7,320

その他 1,529

特別損失合計 150,726

税引前四半期純損失（△） △23,958

法人税、住民税及び事業税 9,387

法人税等調整額 46,854

法人税等合計 56,242

四半期純損失（△） △80,200
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △127,948

減価償却費 209,415

減損損失 41,108

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △2,460

貸倒引当金の増減額（△は減少） 68,980

受取利息及び受取配当金 △5,150

支払利息 14,241

有形固定資産除売却損益（△は益） 49,317

その他の損益（△は益） △5,446

売上債権の増減額（△は増加） 6,471

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,648

仕入債務の増減額（△は減少） △65,653

未払消費税等の増減額（△は減少） 16,498

その他の資産の増減額（△は増加） 82,920

その他の負債の増減額（△は減少） △59,990

小計 223,961

利息及び配当金の受取額 1,811

その他の収入 96,694

利息の支払額 △13,177

その他の支出 △185,617

法人税等の支払額 △37,282

法人税等の還付額 1,044

営業活動によるキャッシュ・フロー 87,434

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △200,514

有形固定資産の売却による収入 1,238

貸付金の回収による収入 817

差入保証金の差入による支出 △5,000

差入保証金の回収による収入 51,552

その他の支出 △300

投資活動によるキャッシュ・フロー △152,206

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △220,000

自己株式の取得による支出 △337

配当金の支払額 △95

財務活動によるキャッシュ・フロー △220,432

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △285,204

現金及び現金同等物の期首残高 2,820,944

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,535,739
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

会計処理基準に関する事項の変更

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、

従来、主として総平均法による原価法によっておりま

したが、第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に

関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７

月５日）が適用されたことに伴い、主として総平均法

による原価法（貸借対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法）により算定してお

ります。

　これによる営業利益、経常利益及び税引前四半期純

損失への影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額及び減損損失累計額 　　有形固定資産の減価償却累計額及び減損損失累計額

8,062,110千円 8,641,937千円

　

(四半期損益計算書関係)

　

第２四半期累計期間

当第２四半期累計期間 
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目は次のと

おりであります。

      雑給 1,490,582千円

　　　賃借料 1,118,355

　　　減価償却費 189,165

　

第２四半期会計期間

当第２四半期会計期間 
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目は次のと

おりであります。

      雑給 761,431千円

　　　賃借料 558,488

　　　減価償却費 94,101

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期累計期間 
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,535,739 千円

現金及び現金同等物 2,535,739 千円
 

　

(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20

年９月30日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式 14,645,584 株
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２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式 19,985 株　

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当第2四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当第2四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期会計期間におけるリース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認め

られないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

 535.22 円 　549.49 円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期累計期間

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失(△) △13.95 円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純損失(△) △204,007 千円　

普通株式に係る四半期純損失(△) △204,007 千円

普通株主に帰属しない金額 ─ 千円

普通株式の期中平均株式数 14,626,170 株

第２四半期会計期間

当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失(△)  △5.48 円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純損失(△) △80,200 千円

普通株式に係る四半期純損失(△) △80,200 千円

普通株主に帰属しない金額 ─ 千円

普通株式の期中平均株式数 14,625,999 株

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

第55期(平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当については、平成20年10月23日開催の取

締役会において、これを行わない旨決議いたしました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月13日

株式会社フレンドリー

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　長　　田　　清　　忠　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　小　　田　　項　　一　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社フレンドリーの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第55期事業年度の第２四半期会計期間

(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フレンドリーの平成20年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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